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定
例
会
３
月
会
議
は
、
町
長
か
ら
令
和
４
年
度
当
初
予
算
や
令
和

３
年
度
補
正
予
算
、
条
例
制
定
、
条
例
改
正
な
ど
の
提
案
が
あ
り
、

慎
重
審
議
の
う
え
、
全
て
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
本
町
の
組
織・機
構
の
一
部
が
再
編
さ
れ
る
た
め
、

条
例
改
正
を
提
出
し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
18
日
に
令
和
４
年
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
会
期
日
程

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。詳
し
い
日
程
は
町
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

	 令和４年度のコロナワクチン接種の進め方は。

	 ２回目の接種を済ませた64歳以下の人と、５〜11歳の
人が対象となる。

	 対象人数は。

	 64歳以下の人については6,000人程度。５〜11歳は
850人程度。

	 接種方法は集団接種または個別接種か。

	 令和４年度は役場コンベンションホール及び久御山南病
院で集団接種を予定している。それ以外に個別接種も受
けることができる。

新型コロナウイルス
ワクチン接種 6213

万円

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ａ

SDGs「だれひと
り取り残さない」

withコロナのまち
づくり

令和４年度＜当初
予算＞一般会計・

特別会計

定例会
３月会議

写真：コロナワクチン集団接種会場（役場コンベンションホール）
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内
水
排
除
対
策
事
業

道
路
橋
梁
維
持
管
理
事
業

公共交通推進事業

雨
水
管
理
を
適
切
に
実
施
す
る

た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら
の
２
ヵ

年
事
業
と
し
て
佐
山
排
水
機
場
の

更
新
や
、調
整
池
の
整
備
を
進
め
る
。

令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
通
学

路
合
同
点
検
に
よ
る
対
策
必
要
箇

所
に
つ
い
て
、
通
学
路
交
通
安
全

対
策
工
事
を
お
こ
な
う
。

交通事業者への支援策として、路線バスや
タクシー車内に有料広告の掲載・バス停ベン
チの設置などをおこなう。

	 調整池の場所は。

	 都市下水路沿いの通路や幹線道
路など公共用地の下に設置を想
定。

	 令和４年度は新市街地（みなく
るタウン）整備に合わせ調整池
の測量設計を実施するとのこと
だが、工事のスケジュールは。

	 令和４年度に設計をして翌年度
に着手していきたい。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

令和４年度　当初予算
会　計 予算額 対前年度

増減率（％）
一 般 会 計 79億1100万円 4.7％

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定） 19億7630万円 5.8％
三 郷 山 財 産 区 1242万円 182.3％

介護
保険

保険事業勘定 16億 430万円 5.9％
介護サービス事業勘定 1210万円 皆増

後 期 高 齢 者 医 療 3億80万円 11.0％
企
業
会
計

水 道 事 業 9億3952万円 3.4％
下 水 道 事 業 11億 767万円 ▲2.4％

合　計 138億6411万円 4.6％
＊万円未満は四捨五入（▲＝減額）

4億1926
万円

6608
万円

715
万円

	 バス停のベンチは、どこに何箇所設置す
るのか。

	 府道宇治・淀線の林のバス停に２ヵ所予
定している。

Ｑ

Ａ

	 通学路合同点検による対策必要
箇所数は。

	 ８ヵ所ある。
	 路面標示が薄くなり危険な箇所
があるが予算内でどれくらい対
応予定なのか。

	 年間維持管理で路面標示を含む
ガードレールや車止め、カーブ
ミラーなど安全施設の維持修繕
をおこなう。特に交差点付近は
重点的に対策をおこなっている。

Ｑ

Ｑ
Ａ

Ａ

佐山排水機場

通学路路面標示（相島）

主な項目
佐山排水機場更新工事

3億6655万円
新市街地調整池測量設計委託

2020万円
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水
槽
付

　
　
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入

消防広域化推進事業

老
朽
化
し
た
化
学
車
に
か
わ

り
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
車
を
購

入
す
る
。

京都府消防体制整備推進計画に基づき、
消防広域化の検討をおこなう。

	 老朽化した化学車を更新す
るが、なぜ水槽付消防ポン
プ車にするのか。

	 町内の危険物施設の減少や水利
不便地である田畑や高速道路で
の火災発生に迅速に対応できる
よう、水槽付ポンプ車とする。
車両には危険物施設の火災に使
用する消火薬剤も積載するため、
危険物施設の火災にも対応可能。

Ｑ

Ａ

7614
万円

	 負担金の割合は。
	 京都市と南部８消防本部で構成しており、人
口割で本町は0.7％。

	 基本調査とはどのような調査か。
	 各消防本部の消防指令システムや消防救急デ
ジタル無線は、機器メーカーにより仕様が異
なる。共同化し、統一的な使用での運用をお
こなうためのシステム構築や整備の手法に対
する概算を算出するための基本調査である。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

行
政
改
革
推
進
事
業

Ｄ
Ｘ
推
進
に
あ
た
り
、
業
務
フ

ロ
ー
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
た
め
、
業
務
量
調
査
を
お
こ

な
う
。

	 業務量の調査を委託するという
ことだが、DXに特化している
のか。

	 これまでの業務を一からしっか
り見直してデジタル化できる部
分は検討し、業務の無駄をはぶ
ける部分は改善するなど行政改
革としての要素がある。最終的
に目指すのは住民福祉の向上で
ある。

Ｑ

Ａ

自
治
体
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
の
意
義

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
よ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
、
多
様
な
幸
せ
が
実
現
で
き

る
社
会
（
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、
人
に

優
し
い
デ
ジ
タ
ル
化
）
を
構
築

980
万円

14
万円

購入予定の水槽付消防ポンプ車

消防広域化のイメージ
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	 PCR検査は何人分の補助を見
込んでいるのか。

	 PCR検査は単価２万円で50人
分を計上している。PCR検査
は結果が出るまで日数がかかる
ため、代替案として抗原検査も
視野に入れている。

	 PCR検査と抗原検査をどのよ
うに使い分けるのか。

	 どちらを使うかは施設側の対応
に任せている。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

100
万円

	 備蓄品の避難所への割り当ては
どうするのか。

	 ベッドは75台を購入予定で、
各小中学校、高校に10台ずつ、
残りを役場の防災倉庫に置き、
自動パック式トイレは各小学校
に２台ずつ３年かけて配備する
計画である。

	 トイレ利用する時のプライバ
シー保護は。

	 令和２年度に購入したパーソナ
ルテントで対応する。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

	 ブロック塀等対策補助は令和４年度で終わるが、
補助金を使って改良された件数は。

	 大阪府北部地震直後の平成30年度は10件、令
和元年度は９件、令和２年度は５件、令和３年
度は１件と件数は減少している。

	 危険箇所の啓発方法は。

	 広報くみやま９月号で毎年防災の特集を掲載。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

225
万円

地震対策推進事業
　地震災害から住民の生命や財産を守るため、
住宅の耐震診断、改修などに補助をおこなう。

介
護
施
設
等
入
所
者

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
料
等
補
助

防
災
用
資
機
材
等
整
備
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

防
止
の
た
め
、
介
護
施
設
の
新
規
入

所
者
を
対
象
に
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
お

よ
び
抗
原
検
査
料
を
補
助
。

災
害
時
に
お
け
る
迅
速
な
防
災
活

動
の
た
め
、簡
易
ベ
ッ
ド
や
自
動
パ
ッ

ク
式
ト
イ
レ
を
購
入
す
る
。

令和４年度からは抗原検査も対象に

パーソナルテント

自動パック式トイレ

佐山墓地のブロック塀

717
万円
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	 産後ケア事業はどこでおこなうのか。

	 宿泊型は曽我産婦人科や中部産婦人科、そして産後
ケア施設のベビマムと、通所型はSPA&HOTEL水
春に府助産師会を派遣する形での協議を進めている。

	 利用見込みは。

	 宿泊型は上限７日の３人分で21日分、通所型は７
回の３人分で21回分、自宅訪問支援は計28回分を
見込んでいる。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

639
万円

	 住民参加型協議会を設
置されるが、その目的は。

	 歩くまち事業は行政が
主体となって始めたが、
令和４年度からは住民
にも参加いただき新し
いウォーキングコース
を作るなど考えている。

Ｑ

Ａ

553
万円 歩

く
ま
ち
推
進
事
業

歩
く
こ
と
を
町
全
体
に
根

付
か
せ
、
健
康
づ
く
り
と
病

気
の
予
防
に
つ
な
げ
る
。

	 ICカードにより登降園
を記録し、また鍵の代
わりにもなるが、カー
ドがなくても入れるの
か。

	 門扉にインターホンが
ついており顔の確認も
できるため、入ること
ができる。

Ｑ

Ａ

登
降
園

　
　
管
理
シ
ス
テ
ム
設
置

登
降
園
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
保
護
者
に
配
布
す
る

こ
と
で
第
三
者
の
解
錠
を
防
ぐ
。

歩くまちイベント

配布予定の育児用品

登降園管理システム

妊産婦支援事業

本年度から母子手帳交付時に育児用品
の配布とともに、産後ケア事業をおこなう。

1415
万円

タッチ



令和４年度　一般会計予算　討論

予算決算常任委員会（議場にて）

　３月会議から予算決算常
任委員会を議場でおこない、
映像録画配信を始めます。
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み
な
く
る
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
道
路
整
備

み
な
く
る
タ
ウ
ン
整
備
を
推
進

す
る
た
め
、
基
幹
道
路
整
備
に
向

け
、
必
要
な
用
地
買
収
と
建
物
補

償
を
お
こ
な
う
。

8079
万円

	 道路用地買収と建物補償
が高額であるが、詳細は。

	 市田クランク交差点部の西
側部分で、用地買収、当
該部の既存擁壁などの建
物補償が必要となる。

	 用地買収予定面積と建物
補償の詳細は。

	 交差点改良の必要から、道
路北側約200㎡、南側30
㎡となり、擁壁など構造
物が補償の対象となる。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
住
民
の
い
の
ち
・

暮
ら
し
・
営
業
を
守
る
の
が
地
方
自
治
体

の
第
一
義
的
な
仕
事
で
あ
り
、
現
行
の
外

部
委
託
の
継
続
や
今
後
の
外
部
委
託
の
検

討
は
止
め
る
べ
き
。

ま
た
、
住
民
に
総
事
業
費
の
説
明
も
な

い
新
市
街
地
整
備
事
業
の
本
格
的
実
施
を

進
め
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

教
育
で
は
有
料
で
あ
る
「
ゆ
め
ス
タ
」

継
続
よ
り
も
30
人
以
下
学
級
と
教
員
増
の

早
期
実
現
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
事
業
効
果
や
優
先

順
位
を
重
視
し
た
積
極
的
な
予
算
配
分
で

あ
り
、
新
た
な
年
度
の
取
り
組
み
へ
意
気

込
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
予
算
は
、
心
を
つ
な
げ
る

予
算
と
し
て
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
を
推
進
さ
れ
、
行

財
政
改
革
の
継
続
に
取
り
組
む
中
で
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率
的
に
活
用

し
、
戦
略
的
な
行
財
政
経
営
を
期
待
す
る
。

事
業
効
果
を
重
視
し
た
積
極
的
予
算

賛
成

内
田
孝
司 

議
員

道路拡幅地図

30
人
以
下
学
級
と
教
員
増
を

反
対

巽　

悦
子 

議
員

第
二
京
阪
道
路

古
川

国
道
24
号
線
道

府道宇治八幡線

久御山高校久御山高校

ゆうホールゆうホール

道路拡幅整備
用地買収他
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令和３年度 補 正 予 算

第
二
京
阪
道
路

古
川

国
道
24
号
線
道

府道宇治八幡線

久御山高校久御山高校
東角小学校東角小学校

総合体育館総合体育館

ゆうホールゆうホール

道路拡幅整備
の用地測量

都市計画推進事業（新市街地整備）

該当箇所の地図

消防団運営事務
令和３年度末に消防団を

退団する予定で、勤続５年以上の消防団員
への退職報奨金。

対象者　７人

高齢者等
予防接種事業
５歳以上11歳以下への新型コロナウイルス
ワクチン接種に向けた接種体制の準備をすす
める。接種券印刷、封入作業一式に係る経費。
対象者　900人

区　分 補正額 補正後の額
一般会計（９号） ▲1億468万円 85億5239万円

特別会計

国民健康保険〈事業勘定〉（第３号） 6896万円 19億4517万円
三郷山財産区（第３号） 135万円 2231万円
介護保険（第２号） ▲2029万円 15億5113万円

後期高齢者医療（第２号） 178万円 2億8627万円

企業会計

水道事業
（第３号）

収益的収入 ▲261万円 6億2783万円
収益的支出 ▲226万円 6億3618万円
資本的収入 131万円 9221万円
資本的支出 ▲469万円 2億7157万円

下水道事業
（第３号）

収益的収入 ▲82万円 7億9796万円
収益的支出 ▲7510万円 6億9672万円
資本的収入 ▲22万円 1億9711万円
資本的支出 ▲688万円 3億5696万円

令和３年度補正予算

＊万円未満四捨五入

主な減額内容
令和３年度補正予算は、年度
末精査が主な内容です。

・こども園会計年度任用職員
報酬費	 ▲3049万円

・仲よし学級会計年度任用職
員報酬費	 ▲603万円

・城南衛生管理組合負担金
　（ごみ処分）	 ▲592万円

・文化・スポーツ施設指定管
理料（体育館）	▲600万円

みなくるタウンの基幹道路の整備推進を図るため、
町道清水・北畑線の道路用地測量をおこなう。

	 道路拡幅は場内41号線も実施されるが、どちら
も同じ幅員にするのか。

	 場内40号線、場内41号線、清水・北畑線も同じ
幅員で計画している。今後拡幅する部分を用地買
収していくため、測量業務をおこなう。

	 幅員は。

	 全幅14メートルを予定している。

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

536
万円

105
万円

307
万円
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行政手続における押印見直
しに伴う関係条例の整備に
関する条例制定
行政手続きにおける押印廃止を定めることに

より、住民の利便性向上と業務の効率化を図る。

火入許可証の様式に押印は必要なのか。

許可証は申請する側ではなく、町の印を
押す書類のため、印の廃止はしない。

消防団員の定員、任免、給与、
服務等に関する条例一部改正
全国的に消防団員数が減少していることか
ら処遇改善を図るため、出動報酬の創設や年
額報酬の基準の策定などをおこなう。

出動報酬が大幅にアップしているが、全
国一律か、町独自か。

年額報酬は市町村ごとに設定している。
出動報酬は国の定める標準額に合わせて
いる。

久御山町と京都市との放課後児童
健全育成事業に関する協議
京都市が学童クラブの利用料改定をした場合、学童ク

ラブを利用している大橋辺地区の利用者は自己負担額が
大きくなるため、市と町が事務委託の規約を締結し、町
が負担増分を支払う。

令和４年度の対象人数は。

明親小に通い淀の児童館に行く児童が１０人、美豆
小に通い桃の里児童館に行く児童が６人の予定。

ＱＱ

Ｑ

ＡＡ

Ａ

条例制定（総務事業常任委員会）条例改正（総務事業常任委員会）

国民健康保険税条例一部改正
未就学児における国民健康保険税の被保険

者均等割額について、その５割を公費で負担
する。

介護納付金課税被保険者に係る被保険者
均等割額からの減額は発生しないのか。

介護保険は４０歳以上のため均等割はな
い。国民健康保険税のうち医療分と後期
高齢者支援金が対象となる。

Ｑ

Ａ

条例改正（民生教育常任委員会）

事務委任規約協議（民生教育常任委員会）

議会基本条例一部改正
議会運営や住民、執行機関との関係など議
会に関する基本的事項を定めており、平成
23年４月１日に制定。
近年の情報通信技術の発達による情報発信
や、情報公開に対する議会の活動など、住民
の皆さんから見てわかりやすい文言にするた
め見直しをおこなう。

条例改正（委員会提案）

田た

口ぐ
ち

　
賀よ

し

彦ひ
こ 

氏
（
新
任
）

前
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
推
薦
す
る
こ

と
を
適
任
と
し
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
で
す
。

人
権
擁
護
委
員

人
　
事

付託議案の採決結果は12ページに掲載。
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休会中の事務調査　２月９日

QQQ

QQ

AA

AAA

民
間
業
者
へ
の
受
託
費
用
は
。

導
入
費
用
は
か
か
ら
な
い
が
、
コ

ン
ビ
ニ
収
納
同
様
に
一
件
あ
た
り

60
円
の
手
数
料
が
か
か
る
。

町
が
負
担
す
る
手
数
料
の
総
額
は

い
く
ら
か
。

対
象
と
な
る
税
目
は
、
町
・
府
民

税
（
普
通
微
収
分
）
な
ど
で
あ
り
、

全
体
で
年
間
１
，
３
２
９
件
、
費

用
と
し
て
８
８
，
１
４
０
円
と
見

込
ん
で
い
る
。

支
払
い
可
能
金
額
に
上
限
設
定
が

あ
る
た
め
、
利
用
者
が
困
感
し
、

サ
ー
ビ
ス
導
入
の
効
果
が
得
ら
れ

な
い
の
で
は
。

住
民
へ
の
周
知
は
。

◆
行
政
報
告

納
付
書
な
ど
で
詳
細
は
伝
え
ら
れ

な
い
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
と

連
動
し
て
、
周
知
を
図
る
。

整
備
地
周
辺
の
交
通
安
全
対
策
は
。

路
面
ハ
ン
プ
設
置
な
ど
、
公
安
委

員
会
と
の
調
整
の
中
で
対
応
し
て

い
る
。
利
用
者
の
安
全
確
保
の
た

め
、
今
後
、
導
線
の
案
内
板
設
置

な
ど
検
討
し
て
い
く
。

現
在
の
駐
車
場
に
通
り
抜
け
防
止

の
ポ
ー
ル
を
設
置
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
開
催
時
は
ど
う
な
る
の
か
。

樹
脂
製
の
ポ
ー
ル
を
設
置
す
る
が
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
取
り
外
せ
る

よ
う
ネ
ジ
式
の
仕
様
と
な
っ
て
い

る
。

総務事業
常任委員会
REPORT

行財政改革について
■総務事業常任委員会は、４月から変更となる機

構見直しをはじめとする行財政改革について調
査をおこないました。

■行財政改革とは
行財政とは、久御山町をひとつの家庭と考えると
わかりやすいですが、収入や家族構成による生活設
計を、家賃、食費、生活費全般、税金の支払いなど
の必要経費とともにローン（借入）による将来設計
など、持続が可能で無理・無駄のない計画を立てる
ことです。
行政機関においては、常に時代に即した住民サー
ビスの向上のため、組織・制度・行政運営のあり方
を追求し、さらなる適正化・効率化を図らねばなり
ません。これらを行財政改革といいます。

■組織・機構の見直し
令和４年度は、将来の人口維持や税収の確保のた
めの事業や文化発信の拠点づくり、デジタル化の推
進やＳＤＧｓ推進などの持続可能社会の追求と誰一
人取り残さない社会の構築といった、新たな行政課
題に取り組まねばなりません。組織・機構の見直し

課の名称などが変更になった案内板

３
月
会
議
で
は
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
（
林
吉
一

委
員
長
）
に
６
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

（
内
容
の
一
部
は
９
ペ
ー
ジ
、
結
果
は
12
ペ
ー
ジ
へ
）

ま
た
、
委
員
会
で
は
町
行
政
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
報

告
が
あ
り
、
委
員
か
ら
質
疑
が
多
か
っ
た
内
容
を
報

告
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

納
付
サ
ー
ビ
ス
と
は

久
御
山
中
央
公
園
駐
車
場
の

整
備
に
つ
い
て

は、これらの対応の体制づくりとして行財政改革の
一環として取り組まれるものです。

■主な質疑
Ｑ　係としての集約や分散が多く見受けられるが、
住民の混乱は招かないか。職員の意識は。

Ａ　時代の方向性に即応するための視野拡大、情報
収集、対象の増減等に対応するためには不可欠。

Ｑ　withコロナ社会のデジタル化の対応は。
Ａ　職員の若い世代もデジタル化に向けては対応し
やすくスキルもあると感じている。
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■民生教育常任委員会は、４月策定を目途として
いる「久御山町地球温暖化対策実行計画（事務
事業編）」第５期計画について、調査をおこない
ました。

■町の地球温暖化対策について
本町では、「地球温暖化対策の推進に関する法律」
に基づく地方公共団体実行計画として、平成14年３
月、「セービングプラン」を策定。
役場庁舎や町関連施設からの温室効果ガス排出量
削減に向けた取り組みをおこなってきた。計画は５
年毎に見直し、令和４年３月が第４期の終期。

■第５期は「クールドミノ戦略」
国は地球温暖化対策計画を改訂し、「カーボン
ニュートラル」（2050年までに二酸化炭素等の温室
効果ガス排出量を実質ゼロとする）を目指す。
令和20年度には、平成25年度比で温室効果ガス
46％削減を目標に、地方公共団体を含む業務等の部
門では51％の削減が求められている。
町の「第５期計画」は、これまでの内容は継続し
つつ、国の脱炭素ドミノの広がり・発展、国民運動

のクールチョイスや新た
にＳＤＧｓ概念の導入な
どを含め、「久御山セービ
ングプラン」から名称を
変更し、「久御山クールド
ミノ戦略」として取り組
みを進める。

■主な質疑
Ｑ　国が示す地球温暖化対策計画の削減目標で、令
和12年の家庭部門で66％の削減は大変なこと。
どのように進めるのか。また、概要版の住民へ
の配布予定は。

Ａ　削減は難しい。国が示す数値を目指し進めるべ
きと考える。再生エネルギー設備設置の支援や
啓発が重要である。概要版は作成予定。令和４
年度は「区域施策編」も策定予定。

休会中の事務調査　２月15日

QQ

QQ

AA

AA

こ
ど
も
園
で
５
人
以
上
の
新
規
感

染
者
が
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

こ
れ
は
ク
ラ
ス
タ
ー
定
義
で
は
。

ク
ラ
ス
内
の
配
置
、
昼
食
時
、
午

睡
時
の
配
置
な
ど
の
資
料
（
行
動

履
歴
）
を
山
城
北
保
健
所
へ
提
出

し
た
結
果
、
特
に
拡
が
り
は
な
い

と
の
判
断
な
の
で
、
通
常
ど
お
り

運
営
し
て
い
る
。

行
動
履
歴
を
４
段
階
に
す
る
と
は
。

４
段
階
と
は
、
①
園
児
の
嘔
吐
物

の
処
理
②
マ
ス
ク
着
用
な
し
で
の

近
距
離
で
15
分
以
上
の
話
③
近
距

離
で
マ
ス
ク
着
用
し
て
の
接
触
④

同
じ
空
間
で
の
長
時
間
滞
在
で
あ

る
。

保
健
所
が
第
６
波
で
大
変
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し

◆
行
政
報
告

て
お
り
、
事
業
所
な
ど
は
自
主
申

告
で
調
査
し
、
接
触
者
を
特
定
す

る
。

学
校
や
こ
ど
も
園
な
ど
で
検
討
し
、

園
児
や
教
師
な
ど
の
様
子
を
４
段

階
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
行
動
履

歴
を
保
健
所
に
送
付
し
、
疫
学
的

判
断
を
待
つ
。

こ
ど
も
園
で
の
マ
ス
ク
の
着
用
率

は
。

原
則
、
３
歳
以
上
の
園
児
は
着
用

と
し
て
お
り
、
園
生
活
で
は
マ
ス

ク
着
用
は
徹
底
し
て
い
る
。

中
学
生
の
登
下
校
時
の
マ
ス
ク
の

着
用
は
。

指
導
し
て
い
る
が
、
未
着
用
な
ど

が
あ
れ
ば
、
徹
底
し
た
い
。

民生教育
常任委員会
REPORT

久御山町地球温暖化対策実行計画
（事務事業編）について

３
月
会
議
で
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
巽
悦
子

委
員
長
）
に
２
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。

（
内
容
は
９
ペ
ー
ジ
、
結
果
は
12
ペ
ー
ジ
へ
）

ま
た
、
委
員
会
で
は
町
行
政
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
報

告
が
あ
り
、
委
員
か
ら
質
疑
が
多
か
っ
た
内
容
を
報

告
し
ま
す
。

こ
ど
も
園
で
も
コ
ロ
ナ
感
染
が

拡
大
し
て
い
る
が

マ
ス
ク
の
着
用
状
況
は

『久御山町地球温暖化対策
　実行計画』

「久御山クールドミノ」とは、
国民運動である「クールチョ
イス」と国の脱炭素方針であ
る「脱炭素ドミノ」を融合し
たキャッチフレーズのこと。
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全議案の採決結果

■全員賛成の議案
人事 人権擁護委員の推薦につき意見を求める（田口賀彦氏）

令和４年度
当初予算

三郷山財産区特別会計
下水道事業会計

令和３年度
補正予算

一般会計（第９号）
国民健康保険特別会計〈事業勘定〉（第３号）
三郷山財産区特別会計（第３号）
介護保険特別会計（第２号）
後期高齢者医療特別会計（第２号）
水道事業会計（第３号）
下水道事業会計（第３号）

条例

行政手続における押印見直しに伴う関係条例の整備に関する条例制定（行政手続きにおける押印廃止）
職員の育児休業等に関する条例一部改正（非常勤職員の育児休業・介護休暇等の取得要件緩和）
国民健康保険税条例一部改正（未就学児に係る均等割保険税について、５割を公費負担する）
消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例一部改正（年額報酬、出動報酬の創設）
消防団員等公務災害補償条例一部改正（年金担保貸付事業の廃止）
議会基本条例一部改正（情報発信や情報公開などの議会活動をわかりやすい文言に変更）

議会委員会条例一部改正（総務事業常任委員会の所管のうち、事業建設部を事業環境部、都市整備部
とする）

その他
久御山町と京都市との間の放課後児童健全育成事業に係る事務委託に関する規約の設定に関する協議
（京都市が学童クラブ事業の利用料増額をした場合、町が負担増分を支払うことで、市の学童を利用
する大橋辺住民の負担を軽減）

■賛否が分かれた議案　　〇＝賛成　×＝反対　―＝欠席
（注）表中の〇及び×は、〇＝賛成討論、×＝反対討論をおこなっています。

公明党 共産党 くみやま
みらい

ネクスト
くみやま

会派に
属さない議員

議案／議員 岩
田　

芳
一

戸
川　

和
子

中
野
ま
す
み

巽　
　

悦
子

松
本　

義
裕

林　
　

吉
一

島　
　

宏
樹

篠
田　

久
和

田
口　

浩
嗣

内
田　

孝
司

芦
田　

祐
介

松
尾　
　

憲

樋
口　

房
次

中
井　

孝
紀

結　

果

令和４年度
当初予算

一般会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 ※ 可決
国民健康保険特別会計〈事業勘定〉 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 ※ 可決
介護保険特別会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 ※ 可決
後期高齢者医療特別会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 ※ 可決
水道事業会計 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 ※ 可決

条例

組織・機構の一部再編に伴う関係条例の
整備に関する条例制定（町組織の一部再
編による部課名等の変更）

〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 ※ 可決

個人情報保護条例一部改正（行政機関個
人情報保護法等の廃止に伴い、必要な規
定を整備）

〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇 〇 〇 ※ 可決

※中井議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。
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会　派 質問者 質問項目 ページ

くみやまみらい 林
はやし

　　吉
よし

一
かず

 議員 ①令和４年度施政方針
②組織づくりと組織機構の見直し Ｐ14

公 明 党 議 員 団 戸
と

川
がわ

　和
かず

子
こ

 議員 ①循環型社会
②まちづくり Ｐ15

ネ ク ス ト
く み や ま 内

うち
田
だ

　孝
たか

司
し

 議員 ①新市街地「みなくるタウン」の整備
②消防の充実強化 P16

日 本 共 産 党
議 員 団 巽

たつみ
　　悦

えつ
子
こ

 議員

①農業者支援
②新市街地「みなくるタウン」
③上下水道の広域化※
④消防の広域化※
⑤75歳以上の高齢者に対する医療・健康

事業及び国民健康保険加入者への支援
⑥北陸新幹線南部延伸計画※

P17

 令和４年度　各分野の重点施策〔町長の施政方針より〕 
①魅力と個性にあふれた強い産業の育成
②人と企業が定着したくなる基盤の整備
③安心して子どもを産み、育てられる環境づくり
④地域の力を結集した教育の推進
⑤人と人がふれあい、尊重し合う心の育成

⑥住みなれた場所でいきいき暮らせる地域づくり
⑦地域ぐるみの安全・安心のまちづくり
⑧地域力を生かした協働のまちづくりの推進
⑨健全で安定した行財政運営の継続

※印の質問事項は紙面の都合上掲載されておりません。録画映像をご覧ください。
各議員の写真の下にあるQRコードを読み込むと、代表質問の動画がスマートフォンやタブレット
端末でご覧いただけます。

定例会の映像配信

久御山町議会ホームページから生中継
と録画映像がご覧いただけます。

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

４会派が
町政方針を問う
代表質問

定例会３月会議では、町長の施政方針演説を受けて、４人の議員が会派を代表して代表
質問をおこないました。
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町　
長

町　
長

町　
長

町　
長

現
在
の
組
織
機
構
は
、
時
代
に
則
し

た
行
政
課
題
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す

る
対
応
力
を
上
げ
る
必
要
性
や
職
員
の

適
正
配
置
に
よ
る
組
織
の
活
性
化
が
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
第
７
次
行

政
改
革
大
綱
の
策
定
と
並
行
し
て
、
機

構
改
革
専
門
部
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討

を
お
こ
な
い
、
令
和
４
年
度
か
ら
新
た

な
組
織
機
構
で
町
政
運
営
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応
す
る
組

織
の
考
え
方
は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
を

経
験
し
、
そ
の
時
代
に
発
生
し
た
行
政

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
横
断
的

な
組
織
で
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
改

め
て
確
認
し
た
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
全
庁
的
な
横
断
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
組
織
し
な
が
ら
、
要
所
、
要
所

で
組
織
機
構
の
見
直
し
を
お
こ
な
い
、

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
括
と
し
て
は
、
水
道
料
金
臨
時
助

成
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
事
業
を
は
じ
め
、
佐
山
排
水
機
場

の
施
設
更
新
へ
の
着
手
や
新
市
街
地

（
み
な
く
る
タ
ウ
ン
）
整
備
の
一
環
と

し
て
の
道
路
工
事
推
進
や
全
世
代
・
全

員
活
躍
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
に

か
か
る
事
業
者
選
定
、「
歩
く
ま
ち
く

み
や
ま
」
宣
言
、
み
ま
き
こ
ど
も
園
の

施
設
整
備
の
完
成
、
子
育
て
応
援
セ
ン

タ
ー
「
は
ぐ
く
み
」
の
開
設
な
ど
、
着

実
に
次
に
つ
な
ぐ
施
策
が
展
開
で
き
て

お
り
、
希
望
の
光
を
と
も
し
、
光
明
も

見
え
て
き
た
と
実
感
し
て
い
る
。

「
全
世
代
・
全
員
活
躍
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
」
は
、
先
日
開
催
し
た
事
業

者
選
定
に
か
か
る
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
審
査
委
員
会
の
結
果
を
踏
ま

え
、
優
先
交
渉
権
者
を
決
定
し
、
令
和

４
年
度
に
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
設
計
対

話
の
手
法
も
用
い
な
が
ら
、
基
本
設
計
、

詳
細
設
計
を
お
こ
な
い
、
開
館
後
の
運

営
内
容
を
検
討
・
調
整
し
な
が
ら
、
令

和
６
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備

を
お
こ
な
う
。

今
回
整
理
さ
れ
る
事
務
所
管
の
具
体

的
な
組
織
再
編
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応
す
る
組

織
に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
町
長
が
掲

げ
ら
れ
た
「
希
望
の
光
を
と
も
し
続
け

る
」
予
算
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
総
括

を
し
て
い
る
の
か
。

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

林　　吉一

A Q
具
体
的
な
組
織
再
編
内
容
は

新
た
な
行
政
課
題
・
重
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
に
対
応
し
た
組
織

QA
全
世
代
・
全
員
活
躍
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
整
備
は

令
和
６
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に

向
け
た
準
備
を
お
こ
な
う

全
世
代
・
全
員
活
躍
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の

か
。

組織再編にともなう課名変更

まちづくりセンター建設予定地
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町　
長

町　
長

町　
長

二
酸
化
炭
素
排
出
量
ゼ
ロ
と
は
、
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
人

為
的
な
発
生
源
に
よ
る
排
出
量
と
、
森

林
な
ど
の
吸
収
源
に
よ
る
除
去
量
の
均

衡
を
達
成
す
る
も
の
で
、
事
業
所
を
多

く
抱
え
る
本
町
で
は
、
大
き
な
決
断
と

な
る
。

今
後
、
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

区
域
施
策
編
の
策
定
と
合
わ
せ
て
、
他

市
町
の
事
例
を
研
究
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣

言
に
つ
い

て
、
設
置
予

定
の
策
定
委

員
会
を
は
じ

め
、
住
民
や

事
業
者
な
ど

関
係
す
る
皆

さ
ん
の
意
見

を
伺
い
な
が

ら
、
判
断
し

て
い
く
。

み
な
く
る
タ
ウ
ン
住
街
区
促
進
ゾ
ー

ン
全
体
で
推
計
さ
れ
る
社
会
動
態
と
し

て
、
約
１
４
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
度
実
施
し
た
住
民
な
ど
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、
新
築
住
宅

の
購
入
を
検
討
し
て
い
る
町
内
在
住
在

勤
者
の
う
ち
75
％
以
上
が
本
町
で
新
築

住
宅
購
入
を
希
望
し
て
い
る
。

住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
で
の
住
宅
整
備

を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
将
来
像
と
し
て

掲
げ
て
い
る
人
口
規
模
維
持
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

不
妊
治
療
の
自
己
負
担
額
補
助
や
少

子
化
対
策
と
し
て
給
食
費
や
修
学
旅
行

費
、
医
療
費
支
援
な
ど
他
市
町
に
な
い

子
育
て
支
援
策
を
実
施
し
て
い
る
。

さ
ら
に
令
和
４
年
度
か
ら
、
新
た
に

母
子
手
帳
交
付
時
に
育
児
用
品
な
ど
の

配
布
や
、
妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

の
拡
充
、
産
婦
健
診
お
よ
び
産
婦
ケ
ア

事
業
を
開
始
し
、
妊
産
婦
へ
の
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
く
予
算
を
計
上
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
を
活
用
し
、

子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
、

町
内
外
に
し
っ
か
り
発
信
す
る
と
と
も

に
、
住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
を
受
け
皿
に

し
、
若
年
層
の
人
口
増
加
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

環
境
省
は
、
２
０
５
０
年
に
Ｃ
Ｏ
２

（
二
酸
化
炭
素
）
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
を
目
指
す
旨
を
首
長
自
ら
が
、
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
と
し
て
公
表
さ
れ

た
地
方
自
治
体
を
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
と
呼
ん
で
い
る
。

ま
た
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目

指
す
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
情
報
基

盤
整
備
計
画
策
定
支
援
や
、
整
備
等
導

入
に
対
し
て
予
算
措
置
の
支
援
が
受
け

ら
れ
る
。

い
ろ
い
ろ
な
環
境
施
策
を
実
施
し
て

い
く
中
で
、
町
長
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
を
さ
れ
る
と
、
職
員
や
住
民

住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
の
開
発
に
よ
る

本
町
の
人
口
増
加
へ
の
影
響
は
。

質　
問

質　
問

質　
問

QA
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

早
く
す
べ
き
で
は

皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い

な
が
ら
判
断
し
て
い
く

Q
住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
の

開
発
人
口
増
加
へ
の
影
響
は

A
約
１
４
０
０
人
と
推
計
し
て
い
る

不
妊
治
療
か
ら
子
育
て
支
援
ま
で
一

貫
し
て
手
厚
い
補
助
・
助
成
を
し
て
い

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
人
口
増
に
つ

な
げ
て
は
。

みなくるタウン開発予定地

を
は
じ
め
、
企
業
の
方
々
も
意
識
を
さ

れ
、
町
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
一
刻

も
早
く
す
べ
き
で
は
。

戸川　和子

環境省HPより抜粋したイメージ図
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町　
長

町　
長

町　
長

「
産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
第
１
期
整

備
地
区
」
で
は
、
換
地
見
込
み
場
所
や

想
定
減
歩
率
、
基
幹
道
路
の
あ
り
方
、

ま
た
、
進
出
検
討
企
業
の
事
業
計
画
と

整
合
を
図
っ
て
対
応
が
で
き
る
か
が
課

題
。「
産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
第
２
期

整
備
地
区
」
で
は
、
市
街
化
区
域
へ
の

編
入
に
あ
た
り
、
事
業
の
熟
度
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

車
線
３
・
５
メ
ー
ト
ル
２
車
線
と
両

側
に
３
・
５
メ
ー
ト
ル
幅
の
歩
道
と
あ

わ
せ
た
幅
員
計
14
メ
ー
ト
ル
の
道
路
を

設
け
、
府
道
の
渋
滞
に
よ
り
市
田
地
区

内
の
流
入
す
る
車
両
を
、
基
幹
道
路
に

誘
導
す
る
。

交
通
安
全
対
策
と
東
西
道
路
の
渋
滞

緩
和
に
も
資
す
る
道
路
と
位
置
付
け
、

こ
の
基
幹
道
路
を
軸
と
し
た
新
市
街
地

整
備
を
進
め
て
い
く
。

事
業
所
の
大
型
化
、
高
齢
化
や
人
口

減
少
の
中
で
、
消
防
力
の
維
持
な
ど
、

単
独
小
規
模
消
防
は
、
よ
り
近
隣
消
防

と
の
連
携
・
協
力
が
必
要
と
感
じ
る
。

共
同
指
令
に
よ
り
、
財
政
効
果
や
集

中
豪
雨
な
ど
の
広
域
災
害
の
迅
速
な
対

応
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
。

消
防
は
住
民
の
生
命
と
身
体
、
財
産

を
守
る
使
命
の
も
と
、
あ
ら
ゆ
る
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
消
防

体
制
の
構
築
を
念
頭
に
、
新
た
な
消
防

の
あ
り
方
を
見
極
め
て
い
く
。

み
な
く
る
タ
ウ
ン
整
備
事
業
を
進
め

て
い
く
に
あ
た
り
、
現
在
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
課
題
お
よ
び
、
事
業
実
現

に
対
す
る
思
い
は
。

本
町
に
お
け
る
東
西
を
結
ぶ
道
路
の

現
状
は
、
府
道
を
中
心
に
渋
滞
が
非
常

に
激
し
く
、
み
な
く
る
タ
ウ
ン
を
整
備

す
る
と
、
さ
ら
に
流
入
が
増
え
、
渋
滞

も
一
層
増
す
と
考
え
る
が
、
道
路
の
位

置
付
け
と
基
本
的
な
考
え
方
、
な
ら
び

に
町
長
の
道
路
整
備
へ
の
思
い
は
。

質　
問

質　
問

質　
問

QA
み
な
く
る
タ
ウ
ン
事
業
実
現

へ
の
町
長
の
思
い
は

さ
ら
な
る
活
性
化
、
明
る
い

未
来
へ
積
極
的
に
進
め
る

QA
新
た
な
消
防
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
町
長
の
考
え
は

持
続
可
能
な
消
防
体
制
の
構
築

を
念
頭
に
見
極
め
て
い
く

町
長
は
今
ま
で
消
防
力
の
向
上
の
た

久御山町消防本部

みなくるタウン全体図

「
住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
の
農
振
白
地

地
区
（
先
行
エ
リ
ア
）」
で
は
、
少
子

高
齢
化
の
中
で
、
住
宅
整
備
と
し
て
の

市
街
化
編
入
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

優
良
田
園
住
宅
に
限
っ
た
整
備
は
、

住
宅
購
入
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
な

い
。今

後
、
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル

は
た
く
さ
ん
出
て
く
る
が
、
ま
ち
開
き

を
し
た
暁
に
は
、
本
町
の
さ
ら
な
る
活

性
化
、
明
る
い
未
来
へ
と
つ
な
が
る
も

の
で
地
権
者
の
意
向
を
踏
ま
え
積
極
的

に
進
め
て
い
く
。

め
、
広
域
化
や
近
隣
市
町
と
の
連
携
強

化
を
推
進
し
て
こ
ら
れ
た
が
、
府
内
の

消
防
体
制
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
中
で
、
町
長
が
期
待
さ
れ
る
、
新

た
な
消
防
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

内田　孝司
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町　
長

国
保
健
康
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

り
、
米
や
野
菜
な
ど
の
価
格
が
安
定
し

な
い
な
ど
、
安
定
し
た
営
農
を
継
続
し

て
い
く
上
で
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
常
に

大
き
な
不
安
材
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。

今
後
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
、
本
町

の
農
業
が
さ
ら
に
発
展
す
る
た
め
、
常

に
農
業
者
の
声
を
聞
き
、
本
町
な
ら
で

は
の
農
業
施
策
を
実
施
し
て
い
く
。

具
体
的
な
進
め
方
で
は
、
産
業
立
地

促
進
ゾ
ー
ン
第
１
期
整
備
地
区
は
、
令

和
４
年
度
早
々
を
目
途
に
、
土
地
区
画

整
理
準
備
組
合
の
設
立
を
目
指
し
、
令

和
５
年
度
中
の
組
合
設
立
認
可
申
請
に

向
け
、
基
本
設
計
や
測
量
作
業
な
ど
に

着
手
す
る
予
定
。

住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
の
先
行
エ
リ
ア

は
、「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
で
土
地

区
画
整
理
準
備
組
合
へ
の
移
行
に
向
け
、

個
別
意
向
調
査
や
土
地
利
用
計
画
検
討

案
の
策
定
な
ど
に
取
り
組
む
。

各
制
度
を
活
用
す
る
の
は
、
地
域
未

来
投
資
促
進
法
で
は
、
進
出
企
業
に
対

す
る
税
制
や
金
融
等
の
支
援
措
置
の
適

用
か
ら
、
農
地
転
用
許
可
な
ど
、
規
制

高
齢
者
の
疾
病
は
、
今
後
、
フ
レ
イ

ル
予
防
が
中
心
と
考
え
て
い
る
。
フ
レ

イ
ル
予
防
は
、
脳
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
と
理
解
し
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
に
な
ら
れ
た
方
は
、
か

か
り
つ
け
医
を
決
め
て
、
日
ご
ろ
か
ら

健
康
管
理
な
ど
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
旨
の
話
を
聞
い
た
こ
と
は
な
い
。

新
名
神
高
速
道
路
開
通
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
は
関
係
な
く
、
事
業
は
進
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
安
定
し
た
農
業
経
営

に
つ
い
て
、
町
長
の
見
解
は
。

産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
お
よ
び
住
街

区
促
進
ゾ
ー
ン
の
具
体
的
な
進
め
方
、

地
域
未
来
投
資
促
進
法
、
地
区
計
画
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
活
用
す
る
目
的
は
。

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

QA
コ
ロ
ナ
禍
で
の
安
定
し
た

農
業
経
営
に
つ
い
て
見
解
を

常
に
農
業
者
の
声
を
聞
き

農
業
施
策
を
実
施
す
る

QA
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
具
体

的
な
進
め
方
は

産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン

第
1
期
整
備
は
来
年
度
に

QA
75
歳
以
上
の
脳
ド
ッ
ク
検
査

の
補
助
を
や
め
た
の
は

高
齢
者
の
疾
病
は
フ
レ
イ
ル

予
防
が
中
心
と
考
え
る

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
へ
の
、
脳
ド
ッ
ク
検
査
へ
の
町
単

独
補
助
を
や
め
た
理
由
は
。

「
京
都
府
総
合
計
画
」
山
城
地
域
振

興
計
画
で
は
、
新
名
神
高
速
道
路
全
線

開
通
を
見
据
え
た
開
発
に
見
え
る
。
府

か
ら
そ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
た
こ
と
は
。

事
業
建
設
部
参
事

事
業
建
設
部
参
事

の
特
例
措
置
が
活
用
で
き
る
こ
と
や
、

優
良
田
園
住
宅
制
度
で
は
、
市
街
化
調

整
区
域
に
お
い
て
も
実
施
可
能
で
あ
る

た
め
で
あ
る
。

地
区
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
に

沿
っ
た
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
京
都
府
総
合
計
画
「
山
城
地
域
振
興
計
画

概
要
版
」
よ
り
抜
粋
）

巽　　悦子
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４議員が
登壇

定例会の映像配信
久御山町議会ホームページから生中継
と録画映像がご覧いただけます。

議会だより・会議録はこちら

久御山町議会 検索

一括
質問 議員の質問時間の制限はなく、質問回数は２回まで。
一問
一答 一つの事項を深く掘り下げて何度でもできる。議員の質問時間は30分以内。

こ
こ
が

き
た
い

聞

一
質
般
問

定例会３月会議では、４人の議員が一般質問をおこないました。
一般質問では、町の行政全般にわたり、事務の執行状況や方針などを質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

田
た

口
ぐち

　浩
こう

嗣
じ

 議員
①クロスピアの利活用
②コロナ禍における農業施策
③新型コロナウイルスによる食品ロス

一問
一答 P19

芦
あし

田
だ

　祐
ゆう

介
すけ

 議員
①こども園での紙おむつの取り扱い
②公正な職員採用
③町長の政治姿勢

一問
一答 P20

松
まつ

本
もと

　義
よし

裕
ひろ

 議員
①成人年齢18歳への引き下げ
②組織機構の見直し

一問
一答 P21

松
まつ

尾
お

　　憲
あきら

 議員
①水道事業の今後の展開
②高齢者が住みよい町づくり

一問
一答 P22

各議員の写真の下にあるQRコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレッ
ト端末でご覧いただけます。

撮影上、マスクを外しています
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町　
長

施
設
の
維
持
管
理
に
年
度
約
２
０
０

０
万
円
の
費
用
が
か
か
り
、
委
託
部
分

の
補
填
も
し
て
い
る
。
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
市
場
調
査
は
、
11
月
下
旬
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
町
内
企
業
、
コ
ン
サ
ル
会
社

な
ど
計
７
社
と
個
別
対
話
を
実
施
し
、

①
立
地
を
活
か
し
て
、
農
産
物
直
売
所

に
改
修
し
１
階
売
り
場
、
２
階
加
工
室

昨
年
度
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
影

響
調
査
」
を
実
施
し
、
３
７
６
件
の
農

業
者
か
ら
回
答
を
得
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
に
よ
る
収
入
減
少
に
は
農
業
者
収

入
保
険
加
入
時
の
支
援
制
度
、
需
要
が

減
り
価
格
が
下
落
し
た
米
に
、
次
期
作

の
米
再
生
産
支
援
金
交
付
事
業
を
実
施
。

安
全
を
最
優
先
に
、
国
か
ら
通
知
の

フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
な
ど
へ

の
提
供
も
選
択
肢
と
し
て
考
え
て
い
く
。

府
農
業
経
営
相
談
所
に
て
、
農
作
物

品
質
向
上
や
効
率
的
・
安
定
的
農
業
経

営
の
技
術
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら

れ
る
。
町
の
施
策

「
が
ん
ば
る
農
家

応
援
事
業
費
用
一

部
助
成
制
度
」
も

設
け
て
お
り
、
農

家
の
相
談
に
も
対

応
す
る
。

ク
ロ
ス
ピ
ア
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

今
年
度
は
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実

施
さ
れ
た
が
現
状
は
。

ま
た
、
そ
の
調
査
結
果
は
。
そ
れ
を

踏
ま
え
て
来
年
度
の
取
り
組
み
は
。

社
会
実
験
後
の
見
通
し
や
施
設
の
あ

り
方
の
想
定
は
。

農
業
施
策
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

で
飲
食
店
の
需
要
が
激
減
し
、
さ
ら
に

原
油
価
格
高
騰
で
ハ
ウ
ス
の
暖
房
燃
料

費
な
ど
も
値
上
り
、
困
ら
れ
て
い
る
。

調
査
や
状
況
把
握
は
。

ま
た
、
対
応
策
の
実
施
は
。

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

QA
社
会
実
験
後
の
見
通
し
や

施
設
の
あ
り
方
の
想
定
は

ホ
テ
ル
の
誘
致
、
約
２
０
０

室
規
模
で
成
就
さ
せ
た
い

QA
農
業
施
策
に
つ
い
て
対
応

策
の
実
施
は

が
ん
ば
る
農
家
応
援
事
業

助
成
制
度
で
対
応
す
る

QA
食
品
ロ
ス
を
な
く
す
た
め

の
対
策
は

フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も

食
堂
な
ど
へ
の
提
供

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
ど
も
園
や
小
学
校
が

臨
時
休
業
と
な
り
一
部
食
材
を
廃
棄
さ

れ
た
。
食
品
ロ
ス
を
な
く
す
た
め
の
対

策
は
。

規
模
拡
大
・
新
販
路
開
拓
・
新
し
い

作
物
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
に
は
、
農
業

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
必
要
。
相
談

で
き
る
窓
口
や
体
制
は
。

クロスピアくみやま

町内農業者作業内容

産
業
課
担
当
課
長

産
業
課
担
当
課
長

ク
ロ
ス
ピ
ア
単
体
で
は
賑
わ
い
の
創

出
は
難
し
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ホ
テ

ル
の
誘
致
を
約
２
０
０
室
の
規
模
で
府

に
支
援
を
要
望
し
な
が
ら
成
就
さ
せ
た

い
。ひ

い
て
は
ク
ロ
ス
ピ
ア
の
利
活
用
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

と
し
て
運
営
事
業
者
を
公
募
で
選
定
し

指
定
管
理
②
コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
状
況
を

踏
ま
え
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
③
企
業
商
談
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
設
置
、

の
提
案
を
受
け
た
。

来
年
度
は
事
業
者
を
公
募
し
、
農
産

物
直
売
所
や
カ
フ
ェ
と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
の
開
設
実
験
を
お
こ
な
う
。

直
売
所
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
状

況
も
踏
ま
え
社
会
実
験
に
取
り
組
む
。

学
校
教
育
課
長

産
業
課
長

田口　浩嗣
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町　
長

町　
長

町　
長

お
む
つ
、
お
し
り
ふ
き
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
と
、
０
歳
児
は
バ
ケ
ツ
も
持
参
と
し

て
い
る
。

ま
た
、
ご
自
身
の
お
子
様
が
使
用
さ

れ
た
紙
お
む
つ
な
の
で
、
持
ち
帰
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。

今
の
段
階
で
、
予
算
の
こ
と
に
つ
い

て
申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

９
人
で
あ
る
。
候
補
者
か
ら
の
支
持

の
要
請
に
基
づ
き
、
私
の
政
治
理
念
や

公
約
に
近
い
考
え
を
持
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
推
薦
し
た
。

非
違
行
為
は
な
い
。
仮
定
の
話
や
個

別
の
訴
訟
事
案
に
は
答
え
ら
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

一
次
試
験
は
、
点
数
に
よ
り
客
観
的

に
順
位
付
け
し
、
二
次
試
験
を
実
施
す

る
。二

次
試
験
で
は
、
複
数
の
試
験
官
が

個
別
採
点
を
行
う
こ
と
で
、
公
正
性
を

保
っ
て
い
る
の
で
不
正
が
お
こ
な
わ
れ

る
こ
と
は
な
い
。

こ
ど
も
園
に
持
参
す
る
お
む
つ
類
と

は
。
ま
た
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ
を
保

護
者
に
持
ち
帰
ら
せ
る
理
由
は
。

久
御
山
町
を
「
京
都
府
一
」
の
子
育

て
環
境
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
予
算
の

編
成
権
限
を
持
つ
町
長
の
考
え
は
。

使
用
済
み
紙
お
む
つ
を
園
内
処
理
で

き
な
い
の
か
。
想
定
さ
れ
る
経
費
は
。

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

QA
使
用
済
み
紙
お
む
つ
を

園
内
処
理
で
き
な
い
の
か

保
護
者
ニ
ー
ズ
や
近
隣
自

治
体
の
動
向
研
究
し
た
い

QA
職
員
採
用
で
の
口
利
き

疑
惑
を
招
い
た
時
は

公
正
性
を
保
っ
て
い
る
、

不
正
は
な
い

QA
町
長
推
薦
議
員
に
非
違
行
為

が
あ
っ
た
場
合
の
責
任
は

非
違
行
為
は
な
い
、
仮
定

の
話
に
は
答
え
ら
れ
な
い

職
員
採
用
に
つ
い
て
、
議
員
や
地
元

有
力
者
な
ど
の
口
利
き
や
推
薦
は
あ
る

の
か
。

平
成
31
年
執
行
の
久
御
山
町
議
会
議

員
選
挙
に
立
候
補
し
た
15
人
の
内
、
町

長
は
何
人
を
推
薦
し
た
の
か
。
ま
た
、

推
薦
基
準
は
。

昨
年
、
東
京
都
議
会
議
員
の
無
免
許

当
て
逃
げ
事
件
で
は
、
推
薦
し
た
都
知

事
の
責
任
が
問
わ
れ
た
。

町
長
に
は
推
薦
責
任
が
あ
り
、
推
薦

し
た
議
員
に
非
違
行
為
が
あ
っ
た
場
合

の
責
任
は
。

町
の
幹
部
職
員
や
町
会
議
員
の
子
ど

も
が
正
職
員
と
し
て
入
庁
す
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
れ
ば
、
住
民
か
ら
疑
惑
の
目

が
向
く
が
、
ど
の
よ
う
に
払
拭
す
る
の

か
。

町内こども園のおむつラック

学
校
教
育
課
長

学
校
教
育
課
長

総
務
課
長

総
務
課
長

町
内
３
園
で
年
間
１
４
０
万
円
程
度

と
試
算
す
る
。

園
内
処
理
は
、
ご
み
の
収
集
日
ま
で

の
保
管
場
所
の
問
題
、
収
集
さ
れ
る
ま

で
の
間
の
衛
生
面
の
問
題
、
廃
棄
処
分

の
費
用
負
担
の
在
り
方
な
ど
、
課
題
が

あ
る
。

保
護
者
ニ
ー
ズ
や
近
隣
自
治
体
の
動

向
を
踏
ま
え
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。

芦田　祐介
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消
費
者
教
育
、
選
挙
権
な
ど
の
主
権

者
教
育
を
主
に
家
庭
科
や
社
会
科
、
公

民
科
の
教
科
に
お
い
て
、
発
達
段
階
に

応
じ
系
統
的
に
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。

若
者
の
自
己
決
定
権
が
尊
重
さ
れ
、

積
極
的
な
社
会
参
加
が
期
待
さ
れ
る

例
え
ば
、
自
宅
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
使
っ
て
行
政
手
続
が
で
き
る
な
ど
、

利
便
性
が
向
上
し
、
職
員
の
業
務
負
担

が
軽
減
さ
れ
、
さ
ら
に
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
充
て
ら
れ
る
。

ま
た
、
働
き
方
改
革
、
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
つ
な
が
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
や
リ
モ
ー
ト
会
議
の
推

進
が
、
本
町
の
職
員
を
含
め
た
子
育
て

世
代
の
働
き
方
の
改
革
に
つ
な
が
る
。

各
種
の
手
続
、
申
請
手
続
と
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
と
業
務
の

効
率
化
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
災
害
対

策
も
非
常
に
重
要
で
、
災
害
時
の
情
報

伝
達
の
手
段
も
含
め
、
人
に
や
さ
し
い

デ
ジ
タ
ル
化
、
そ
し
て
、
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い

く
。

守
り
に
入
る
の
で
は
な
く
、
攻
め
る

中
で
、
で
き
る
だ
け
健
康
寿
命
を
延
ば

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
考
え
方

を
持
っ
て
い
き
た
い
。
今
ま
で
だ
っ
た

ら
も
う
こ
れ
で
い
い
か
と
い
う
よ
う
な

対
応
を
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
、
こ
こ
ま

で
や
っ
て
み
よ
う
か
と
い
う
よ
う
な
組

織
に
し
て
い
き
た
い
。

指
揮
系
統
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
綿
密
な
連
携
が
図
れ
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
を
高
め
ら
れ
る
。

各
課
や
関
係
機
関
と
迅
速
な
連
携
を

図
り
や
す
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に

沿
っ
た
柔
軟
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

福
祉
・
介
護
の
関
係
者
が
抱
え
る
困

り
事
な
ど
も
含
め
、
丁
寧
に
傾
聴
を
し
、

ま
た
支
援
を
し
、
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

現
在
、
学
校
で
、
成
人
に
つ
い
て
の

教
育
は
。

成
人
年
齢
18
歳
に
引
き
下
げ
に
つ
い

て
、
教
育
長
の
考
え
は
。

Ｄ
Ｘ
化
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

Ｄ
Ｘ
化
に
向
け
て
、
最
終
的
に
ど
の

よ
う
な
姿
を
描
か
れ
て
い
る
の
か
。

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

A Q
成
人
に
つ
い
て
の
教
育
は

消
費
者
・
主
権
者
教
育
を

系
統
的
に
実
施
し
て
い
る

QA
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

直
営
化
に
向
け
た
思
い
は

攻
め
る
中
で一歩
踏
み
込

ん
だ
組
織
に
す
る

直
営
化
に
向
け
た
熱
い
思
い
は
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
直
営
化

に
向
け
て
は
課
題
が
あ
る
よ
う
に
も
感

じ
る
が
、
あ
え
て
今
回
直
営
化
す
る
目

的
は
。

町に移管される地域包括支援センター

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
と
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透
さ
せ

る
こ
と
で
人
々
の
生
活
を
よ
り
よ
い
も
の

へ
と
変
革
す
る
こ
と

住
民
福
祉
課
長

学
校
教
育
課
長

教
育
長

一
方
で
、
従
来
の
成
人
よ
り
も
２
年
も

早
く
責
任
あ
る
行
動
や
判
断
が
求
め
ら

れ
る
。
す
で
に
教
育
課
程
の
中
で
系
統

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
学
校
教
育

と
社
会
教
育
の
両
面
か
ら
取
り
組
ん
で

い
く
。

行
財
政
課
長

副
町
長

民
生
部
長

松本　義裕
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こ
の
割
合
は
継
続
し
て
い
く
。
府
営

水
と
井
水
が
両
方
あ
る
こ
と
は
、
安
全

性
の
担
保
が
あ
る
。
井
水
だ
け
で
は
配

水
量
を
賄
え
な
い
の
で
、
府
営
水
も
必

要
に
な
る
。

人
口
減
少
と
節
水
意
識
に
よ
る
水
需

要
が
減
少
す
る
中
、
今
後
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
、
府
全
体
の
広
域
化
と
町
と

し
て
の
考
え
を
、
受
水
市
町
と
の
協
議
、

調
整
の
中
で
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
き

た
い
。

拠
点
施
設
と
し
て
、
い
き
い
き
ホ
ー

ル
が
あ
り
、
地
域
へ
出
向
き
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
し
て
い
る
が
、
ま
だ
う
ま
く
活

用
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
。

介
護
予
防
含
め
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
窓
口
で
の
案
内

な
ど
不
十
分
な
点
も
あ
る
。
障
害
や
生

活
困
窮
な
ど
複
合
的
な
課
題
が
増
え
て

い
る
。

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
直
営
化
で
、

は
ざ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
も
、
相
談

支
援
の
充
実
を
図
る
。

令
和
２
年
の
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る

と
、
高
齢
者
の
い
る
世
帯
は
３
０
７
５

世
帯
で
全
体
の
49
％
で
あ
り
、
全
体
の

13
％
を
占
め
る
８
４
３
世
帯
が
単
身
高

齢
者
世
帯
と
な
り
、
増
加
し
て
い
る
。

要
支
援
・
要
介
護
対
象
者
は
、
町
全

体
で
約
１
０
０
０
人
。
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
は
訪
問
介
護
が
中
心
、
一
方
、
同

昭
和
43
年
水
道
事
業
開
始
後
、
井
水

43
％
、
府
営
水
54
％
の
ブ
レ
ン
ド
水
を

供
給
し
て
い
る
が
、
今
後
も
こ
の
方
針

に
変
わ
り
は
な
い
か
。

佐
古
浄
水
場
は
、
安
全
・
安
心
な
水

の
供
給
に
大
事
な
設
備
で
あ
る
。
京
都

府
の
案
に
つ
い
て
、
本
町
の
見
解
は
。

京
都
府
で
は
、
新
し
い
京
都
水
道
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
な
ら
び
に
広
域
化
推

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

質　
問

QA
府
の
佐
古
浄
水
場
廃
止
案

町
の
見
解
は

近
隣
市
町
と
も
協
議
・

調
整
し
議
論
す
る

QA
高
齢
者
の
困
り
事
に

ど
う
取
り
組
む
の
か

相
談
支
援
事
業
所
と
の

連
携
を
図
り
充
実
す
る

高
齢
者
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。
町

内
の
単
身
高
齢
者
世
帯
の
実
態
は
。

認
知
症
は
じ
め
要
支
援
・
要
介
護
に

な
ら
な
い
予
防
措
置
は
う
ま
く
機
能
し

て
い
る
の
か
、
現
状
は
。

高
齢
者
に
と
っ
て
の
困
り
事
を
ど
う

受
け
止
め
て
ケ
ア
す
る
か
が
課
題
と
考

え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
、
今
後
特

に
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
課
題

は
何
か
。

佐古浄水場　沈殿池

上
下
水
道
課
長

上
下
水
道
課
長

事
業
建
設
部
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

住
民
福
祉
課
長

民
生
部
長

今
後
の
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
①
住

民
の
合
意
形
成
の
た
め
の
、
わ
か
り
や

す
い
資
料
の
提
供
②
建
設
負
担
水
量
の

公
平
性
を
考
慮
し
た
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の

見
直
し
、
の
２
点
で
あ
る
。

進
計
画
を
策
定
す
る
作
業
を
進
め
て
お

り
、
佐
古
浄
水
場
の
廃
止
に
言
及
し
て

い
る
。
先
般
の
受
水
市
町
村
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
ど
の
よ
う
な
意
見
を
出
し
た

の
か
。

居
家
族
が
お
ら
れ
る
方
は
通
所
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

今
後
必
要
と
な
る
の
は
、
認
知
症
の

方
の
受
け
皿
と
な
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
あ
る
。
現
在
９
床
な
の
で
、
そ
の
倍

は
必
要
と
な
る
。

松尾　　憲
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議会モニターアンケート
前号に続き、議会モニターの皆さん
からお寄せいただいたご意見や感想
の一部を紹介します。

〇久御山町の課題・問題を確実に取上げ、真摯に向
き合い、住民に説明している。
〇紙面の都合上として議員の質問内容が掲載されな
い／録画映像を見られない町民はどうすれば…。
○不交付団体51年間継続、素晴らしい誇りに思う。
〇前号は見にくかったが、全体的に色を薄くしてい
るので見やすくなった。
〇表紙…前号の続き（大根の成長）…良いアイデア
だ。
〇他市の議会だよりを最近みる機会があった／久御
山町議会の議会だよりの方が内容は充実。編集者
のご苦労が垣間見えた。
〇「聞きにくい！気になる！」ことを取り上げてく
ださっていることに感謝。

〇一般質問…忌憚のない質問ができる体制の維持、
透明性を保ってほしい。
〇コロナ感染拡大防止に向け、町政の運営を預かる
町長や議員、職員の皆さんの対応・対策が講じら
れているのか知りたい。
〇「P計画・D実行・C評価・A改善」サイクル回
し、人事評価制度にするのか。
〇Zoom会議の様子も配信などしてほしい／コロナ
が終わったら議会を生で見たい。
〇役場に「はぐくみコーナー」設置は知っていたが、
具体的なことがわからない／もっと町民にアナウ
ンスすべき。
〇子育て世代が町政に関われる機会が乏しい／座談
会や投書の仕組みを整えていただきたい。
〇「気づいたこと伝えるポストどこ？！」教えて！

〇GIGAスクール構想…本当に効果が見込め
るなら町の補助を／設定サポートなどから
も雇用の機会ができるのでは。
〇過去５年間に公用車での事故が40件。事故
の多さと、事故原因に関連するのか／アル
コールチェック機を購入するということに
驚いた。
〇議員の鋭い質問と本気度が分かる質問。う
まく表現されている。
〇一般質問コーナーが好き／質問者の名前・
写真があるので、誰が話しているのか分か
りやすい／このコーナーはなくさないでほ
しい。
〇「このまち・このひと」…毎号、楽しみに
している。これからも老若男女を期待する。
〇「このまち・このひと」で、田井さんのこ
とを知れてよかった／いろんな世代の町民
の方の横顔が見えるのでいい。
〇「久御山しみずの里」の記事。高齢者の方
が安心して暮らせる場所ができるといいと
思う。

全体の印象
は？

議会・町政
では？

感心があっ
た記事は？

しん し

きたん

開
か
れ
た
議
会
を
実
現
す
る
た

め
に
通
年
議
会
を
実
施
し
て
一
年

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
も
議
員
全
員
が
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

『
議
会
だ
よ
り
』
も
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
感
想
を
お
聞
き
し
な

が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
興
味
を

も
っ
て
い
た
だ
け
る
広
報
紙
と
な

る
よ
う
努
め
ま
す
。

今
後
も
、
ご
愛
読
は
も
と
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
に
お
勧
め
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

松
本　

義
裕

編
集
後
記

委 員 長	 松尾　　憲
副委員長	 巽　　悦子
委　　員	 篠田　久和
	 松本　義裕
	 林　　吉一
	 樋口　房次
	 岩田　芳一
オブザーバー	 中井　孝紀
　（議長）
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久御山町議会 検索

久
御
山
町
の
外
国
人
人
口
は
、
令
和

４
年
４
月
現
在
で
７
５
９
人
。
近
年
増

加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
１
６
０
０
を

超
え
る
事
業
所
が
あ
る
本
町
に
と
っ
て
、

労
働
力
で
も
あ
る
外
国
人
住
民
と
の
共

生
は
、
避
け
て
通
れ
な
い
テ
ー
マ
で
す
。

生
活
習
慣
の
違
い
か
ら
戸
惑
う
こ
と

も
多
い
な
か
地
域
に
と
け
込
も
う
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム

人
の
タ
イ
ン
さ
ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

◆
日
本
を
選
ば
れ
た
の
は

元
々
日
本
の
マ
ナ
ー
や
文
化
に
興
味

が
あ
っ
た
彼
女
は
、
日
本
語
を
勉
強
し
、

留
学
生
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
よ
り
比
較

的
負
担
の
少
な
い
実
習
生
と
し
て
、
家

族
の
同
意
も
あ
り
日
本
に
来
ら
れ
ま
し

た
。日

本
の
印
象
は
、「
き
れ
い
、
静
か
、

人
が
優
し
い
」
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

◆
な
ぜ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
も
ち
ろ
ん

お
金
は
関
係
な
く
、
日
本
語
を
も
っ
と

分
か
る
よ
う
に
な
る
た
め
」
と
、
社
会

福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
探
す
こ
と
に
。

久
御
山
町
で
は
、
地
域
の
い
き
い
き

サ
ロ
ン
や
子
ど
も
と
交
流
す
る
ま
な
び

塾
な
ど
に
参
加
さ
れ
、
大
阪
の
障
害
者

施
設
で
も
ベ
ト
ナ
ム
料
理
を
作
っ
た
り
、

母
国
の
お
話
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
日
本
の
こ
と
が
好
き

地
震
に
泣
く
ほ
ど
ビ
ッ
ク
リ
し
、
台

風
の
停
電
に
驚
き
、
外
国
人
を
見
る
視

線
も
感
じ
ま
す
が
、
日
本
語
学
校
や
会

社
で
の
防
災
訓
練
で
命
の
守
り
方
を
教

え
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
大
丈
夫
。

11
月
で
一
旦
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
コ
ロ
ナ
禍
で
家
族
は
反
対
し
ま
す

が
、
必
ず
ま
た
帰
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

「
日
本
の
こ
と
が
好
き
」
だ
か
ら
。

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
委
員
会
）

岡本 雄翔さん
（久御山中学校を３月卒業）

異
国
の
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

このまち
このひと
このまち
このひと
No.34No.34

グエン タインさん
Thanh Nguyen

（林 在住）
［株式会社ジョイアス・フーズ 勤務］

毎
日
の
通
学
中
に
見
て
い
た
夢

タ
ワ
ー
・
ネ
ギ
・
野
菜
を
、
町
の

イ
メ
ー
ジ
に
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
に
所
属
。
２
年
生
の
夏
、
城
久

大
会
優
勝
後
の
山
城
大
会
初
戦
で

遅
刻
と
い
う
失
敗
も
あ
り
ま
し
た

が
、「
楽
し
く
や
っ
て
い
る
」
と

明
る
く
笑
い
ま
す
。

化
学
式
が
す
っ
と
頭
に
入
る
能

力
を
生
か
し
、
大
学
で
は
「
化
学
」

で
一
流
を
目
指
し
ま
す
。

や
り
た
い
事
を
み
つ
け
る
と
、

す
ぐ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
感
性
と

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
性
格
。
将
来
が
楽

し
み
な
少
年
で
す
。

＊
題
字
は
中
学
３
年
夏
の
作
品

表
紙
の「
く
み
や
ま
」を
書
い

た
の
は
岡
本
雄ゆ

う
翔と

さ
ん
で
す
。


